
量の見込みと確保の方策（平成２７年度実績） 

（計画p.5～） 

支援計画は、特定教育・保育の「量の見込み」、「確保の内容」の双方について、認定の 

状況、施設・事業の利用状況、整備状況等を元に、毎年度点検・評価を実施。 

「量の見込み」、「確保の内容」は市町村計画の数値の積み上げにより作成。 

計画に定めた「量の見込み」、「確保の内容」と対比して、必要がある場合は計画の見直し

を行う（中間年を目安）。 

 

１ 定義 

（１）必要利用定員総数 

・今後必要とされる教育・保育施設、事業所の見込み定員数の推計。 

・特定教育・保育の「量の見込み」、需要量。 

（２）提供内容 

・特定教育・保育施設、確認を受けない幼稚園、特定地域型保育事業所、認可外保育 

施設の利用定員の合計。 

・特定教育・保育の「確保の内容」、供給量。 

 

２ 実績値 

（１）必要利用定員総数…平成27年度末時点の各市町村における認定数等を集計 

（２）提供内容…平成27年4月1日現在及び平成28年4月1日現在の各施設の定員の数 

 

３ 県全体の状況 

（１）必要利用定員総数 

・全体としては、若干計画値を下回っている。 

・１号については、計画値を下回っているが、２・３号については、計画値を上回って   

いる。（特に０歳児は約43％の増加となっている。） 

（２）提供内容 

・平成 27 年度当初…全体として、計画値を下回っている。（１～３号全て下回って  

いる。） 

・平成 28 年度当初…全体として、計画値を下回っている。（１～３号全て下回って  

いる） 

  

資料４ 



４ 県内市町村の状況 

待機児童について 

(平成28年4月1日時点) 

 ・待機児童が50人以上（黄色） 

…６市 

 ・待機児童が100人以上 

（赤色）…３市 

  →都市部を中心に、多くの 

待機児童がみられる。 

 

 ・各市町村の必要利用定員  

総数、利用定員については、 

別紙個表のとおり 

 

 

 

 

 

５ 市町村計画の変更状況 

 ・平成28年度中に変更済み…鎌ケ谷市、袖ケ浦市、白井市 

   （変更の主な理由…保育ニーズの増加） 

 ・平成28年度中に変更予定…３市町 

→県計画においても、市町村の見直し状況を踏まえ、中間年である平成 29 年度中に 

計画の見直しを実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：人）

教育
ニーズ

保育
ニーズ

０歳
教育

ニーズ
保育

ニーズ
０歳

187,513 76,613 11,783 55,167 8,881 H28.3.31現在 186,305 57,018 12,660

H27.4.1現在 105,953 55,362 7,209

H28.4.1現在 113,389 58,099 7,727

H27.4.1現在 93,629

H28.4.1現在 88,541

H27.4.1現在 1,087 257

H28.4.1現在 2,343 496

H27.4.1現在 1,753 542 236

H28.4.1現在 1,746 578 212

H27.4.1現在 202,422 55,904 7,702

H28.4.1現在 206,019 58,677 8,435

△ 18,284 △ 2,080 871

県内総括表

１～２歳

１ 必要利用定員総数 35,069

計画値

合計 １号

２号 ３号

実績値

合計 １号

２号 ３号

332 1,009

３  今後必要となる
　　定員数（１－２） △ 22,695 5,620

195 846

利用定員の合計 205,797 111,091 57,247 8,010 29,449

２
　
提
供
内
容

認可外保育施設 2,113

7,483 27,594

確認を受けない
幼稚園 92,467 92,467

特定教育
保育施設 109,876 18,624

1,072

56,175

特定地域型
保育事業所 1,341

１～２歳

35,246

16,185 27,197

18,391 29,172

81,381

93,629

88,541

830

1,847

106,932 31,975

975

956

109,814 29,002


